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令和２年第３回山北町議会定例会 （９月８日） 

 

議      長   皆さん、おはようございます。 

ただいまから、本日の会議を開きます。        （午前９時00分） 

議事日程はお手元に配付したとおりであります。 

日程第１、議案第50号、山北町一般職の任期付職員の採用等に関する条例

の制定についてを議題といたします。 

提案者の説明を求めます。町長。 

町      長   議案第 50 号、山北町一般職の任期付職員の採用等に関する条例の制定に

ついて。 

山北町一般職の任期付職員の採用等に関する条例を別紙のとおり制定する

ものとする。 

令和２年９月４日提出。山北町長 湯川裕司。 

提案理由でございますが、地方公共団体の一般職の任期付職員の採用に関

する法律等に基づき、一般職の任期付職員の採用等に関し必要な事項を定め

るため、提案するものです。 

詳細については、担当課のほうから説明いたします。 

議      長   総務防災課長。 

総 務 防 災 課 長   それでは、議案第50号、山北町一般職の任期付職員の採用等に関する条例

の制定について、御説明申し上げます。 

初めに、本条例を新規制定する趣旨でございますが、全国各地で頻発する

災害や、予測される大規模災害に有効に対処できるよう防災行政能力を向上

させるため、防災危機管理等の専門的な知識、能力、経験を有する退職自衛

官を防災監として採用するため、本条例を制定するものです。 

それでは、条例の概要を説明させていただきます。 

１枚お開きください。 

法則でございますが、第１条につきましては、地方公共団体の一般職の任

期付職員の採用に関する法律及び地方公務員法に基づき、職員の任期を定め

た採用及び任期を定めて採用された職員の給与の特例に関して規定していま

す。 
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第２条第１項につきましては、特定任期付職員について規定しています。

町内部では得難いような特定の専門分野における高度な専門的な知識経験、

または優れた識見を有するものを特定の行政課題の処理等に活用するため、

任期を定めて採用することができるとしています。第２項につきましては、

一般任期付職員について、規定しています。 

第１号では、町内部では、業務に必要な専門的な知識経験を有する人材の

確保育成に時間がかかる場合に、任期を定めて採用することができるとして

います。第２号では、当該専門的な知識経験が有効に活用できる期間が一定

の期間に限られる場合。第３号では、当該専門的な知識経験を有する職員を

一定期間他の業務に従事させる場合。１枚おめくりください。第４号では、

当該業務が公務外における実務の経験を通じて得られる最新の専門的な知識

経験を必要とする場合としています。 

第３条につきましては、特定のイベントの開催準備のため、一定の期間必

要な業務や将来ある時点において廃止することが決定されたサービスに係る

業務など、一定の期間内に終了することが見込まれる業務、または、新規施

策の立ち上げに伴い、一時的に人員体制を強化する必要がある業務など、職

員を期間を限って従事させることが公務の能率的運営を確保するために必要

である場合には、任期を定めて採用することができるとしています。 

第４条につきましては、任期付短時間勤務職員について規定しています。

第１項では、第３条と同様の業務に従事させる場合において、公務の能率的

運営に資する場合、任期を定めて採用することができるとしています。第２

項につきましては、住民に対して、直接提供されるサービスについて、その

提供時間を延長するなど、サービスの水準を向上させるため、当該サービス

に係る業務に職員を従事させることが公務の能率的運営を確保する観点から

必要な場合、任期を定めて採用することができるとしています。第３項につ

きましては、介護休暇、介護時間、部分休業の承認を受けた職員が勤務しな

い時間について、短時間勤務職員を当該職員の業務に従事させることが適当

であると認める場合、任期を定めて採用することができるとしています。 

第５条につきましては、第３条第１項第１号について掲げる業務の終了の

見込みを超える場合や、その他やむを得ない事情により第３条または第４条
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の規定により採用される職員の任期を延長することができるとしています。 

第６条第１項につきましては、特定任期付職員、一般任期付職員の任期が

５年に満たない場合にあっては、採用の日から５年を超えない範囲内におい

て、任期を更新することができるとしています。第２項につきましては、第

３条の規定により採用された職員及び任期付短時間勤務職員の任期が３年に

満たない場合にあっては、採用した日から３年を超えない範囲内において任

期を更新できるとしています。 

第７条第１項につきましては、特定任期付職員の給料表を規定しています。

１枚おめくりください。第２項につきましては、特定任期付職員の号給の決

定は規則で定めるとしています。第３項につきましては、特に顕著な業績を

挙げたと認められる特定任期付職員には、給料月額に相当する額を特定任期

付職員業績手当として支給できると規定しています。第４項につきましては、

号給の決定及び特定任期付職員業績手当の支給は、予算の範囲内で行わなけ

ればならないとしています。 

第８条第１項につきましては、特定任期付職員に係る給与条例の適用除外

を規定しています。第２項につきましては、特定任期付職員の給与条例にお

ける読替えを規定しています。第３項につきましては、第３条の規定により

採用された職員及び任期付短時間勤務職員に係る給与条例の適用除外を規定

しています。第４項につきましては、短時間勤務職員に係る給与条例の適用

除外を規定しています。 

第９条につきましては、規則への委任を規定してます。 

附則、この条例は公布の日から施行する。 

説明は以上でございます。 

議      長   説明が終わりましたので、議案第 50号について質疑に入ります。 

質疑に入りますが、質疑終了後、総務環境常任委員会に付託してあります

ので、本会議の質疑は総括的な質疑とさせていただきます。 

それでは、質疑のある方はどうぞ。 

質疑がないので、議案第50号は総務環境常任委員会に付託いたします。 

日程第２、議案第53号、山北町特別職の職員の給与及び旅費に関する条例

の一部を改正する条例の制定についてを議題といたします。 
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提案者の説明を求めます。町長。 

町      長   議案第 53 号、山北町特別職の職員の給与の採用及び旅費に関する条例の

一部を改正する条例の制定について。 

山北町特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例を

別紙のとおり制定するものとする。 

令和２年９月４日提出。山北町長 湯川裕司。 

提案理由でございますが、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、町長、

副町長及び教育長の期末手当を減額する特例措置を実施したいので提案する

ものです。 

詳細については、担当課のほうで説明いたします。 

議      長   総務防災課長。 

総 務 防 災 課 長   それでは、議案第53号、山北町特別職の職員の給与及び旅費に関する条例

の一部を改正する条例について、御説明申し上げます。 

１枚おめくりください。 

初めに、条例改正の経緯でございますが、新型コロナウイルスに関わる緊

急対策の財源に充てるため、町長、副町長、教育長の12月の期末手当を削減

することを決め、本条例の改正を行うものです。 

それでは新旧対照表で御説明申し上げます。１枚おめくりください。 

附則第28項、町長等に係る令和２年12月の期末手当の額は、第４条第２項

及び第３項の規定にかかわらず、当該各項の規定により算出した期末手当の

額から、町長にあっては100分の25に相当する額を、副町長及び教育長にあっ

ては100分の20に相当する額を減じて得た額とする。 

それでは１枚お戻りいただき、改正文を御覧ください。 

附則、この条例は公布の日から施行する。 

説明は以上でございます。 

議      長   説明が終わりましたので、議案第 53号について質疑に入ります。質疑のあ

る方はどうぞ。 

質疑はございませんか。 

12番、冨田陽子議員。 

12 番 冨  田   今回のこの削減案でどれぐらいの予算になるのか。また、その削減額で具
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体的な使用目的というのはどういったものなのでしょうか。 

議      長   総務防災課長。 

総 務 防 災 課 長   削減額でございますが、３名合わせて113万4,175円となります。 

目的はですね、ちょっと財務課長のほうから説明していただきます。 

議      長   財務課長。 

財 務 課 長   今回の削減の使用の目的ですけども、これは防災備品のほうの購入のほう

に充当するように今考えてございます。 

以上です。 

議      長   冨田陽子議員。 

12 番 冨  田   その防災備品の購入を検討されているということですが、それは、国から

の新型コロナウイルス感染症対応地方再生臨時交付金を活用して、それを購

入するということは考えられないんでしょうか。 

議      長   財務課長。 

財 務 課 長   制度的にはその交付金を活用して購入することも可能でございますけども、

今回削減の意図として、そのように使いたいという意思がございますので、

そちらのほうを優先して充当したいと考えております。 

議      長   ほかに質疑のある方はいらっしゃいますか。 

質疑が終わりましたので、討論のある方はいらっしゃいますか。 

それでは初めに、原案に反対者の発言を許します。反対討論の方はいらっ

しゃいますか。 

11番、堀口恵一議員。 

11番 掘   口   11番、堀口です。 

議案第53号、反対討論を行います。 

８月３日の全員協議会にて、議会運営委員会より、前回、委員長より前回

町三役期末手当の減額削減原案が否決となりましたが、議会でも何かしなけ

ればいけないとの発言がありました。また、副議長からは、町と足並みをそ

ろえていかなければならないとの発言もありました。議会も町と同じ三役だ

け報酬削減するなら分かるのですが、反対者もいる中、議員全員となると、

今度は町職員も何かしなければいけないということになります。本当に、財

政が厳しいのであれば、町全体で報酬手当等を削減すべきと考えます。額的
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にも、多分、全くコロナの莫大なマイナスに対しては、町長の削減ぐらいで

は、どうしようもないというふうに私は思っております。本当に財政が厳し

いんであれば、町全体で報酬手当等削減する全体的な構想を打ち出していか

なければならないと思います。この後、議員全員の報酬削減案が発議、上程

される予定になっていますが、それに反対する関係もあり、今回は、この条

例制定に反対いたします。 

以上です。 

議      長   次に、原案に賛成者の発言を許します。 

賛成討論のある方はいらっしゃいますか。 

９番、児玉洋一議員。 

９ 番 児  玉   ９番児玉でございます。 

私は、議案第53号、山北町特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の一

部を改正する条例の制定について、賛成の立場で討論をいたします。 

先ほどの反対討論の中では、足並みをそろえるのなら、町全体で報酬を削

減するべき旨の発言がありました。ここでいう足並みというのは、コロナウ

イルス対策に向けて、町三役から提案があったといったものであり、議会を

挙げるのであれば、議会としても両輪となって、コロナウイルス対策に立ち

向かっていくべきではないかという意味であります。また、町職員の給与削

減、この辺りにつきましては、別に人事院勧告等で決まることでございます

ので、ここでの議論をする場ではないのかなというふうに考えてございます。 

改めて、山北町にとって一番重要なところは、経済再生と教育支援であり、

スピード感を持った対応が一番重要であると考えております。１日でも早く

安心して暮らせる日常を取り戻すべく、今回の町の姿勢を評価し、賛成の討

論、賛成の立場としての討論といたします。 

以上です。 

議      長   次に、反対者の討論はございますか。 

ほかに討論はございますか。 

賛成の討論ですか。 

13番、石田照子議員。 

13 番 石  田   13番、石田でございます。 
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私は、議案第53号に賛成の立場で討論させていただきます。 

先ほど、堀口議員から反対の討論がございましたけれども、何点かちょっ

と違うかなというところもございましたので、それに対して、反対をしなが

ら、53号に賛成討論をいたします。 

まず、私が議会でも何とかしなければいけないと言ったということがござ

いましたけれども、これは、三役の削減を受けてではなく、それ以前から議

会としても何か商工業者に直接お金が落ちるような支援ができないんだろう

かということで模索しておりましたので、この議員の期末手当削減は、三役

を受けてということではございません。また、町と足並みをそろえていかな

ければならないという御発言もございましたけれども、これは、削減を足並

みそろえるのではなくて、コロナ対応においては、議会も町も車の両輪とし

て足並みをそろえていかなければいけないというのは、当然だと思います。

そういう意味で今賛成討論いたしますけれども、議会として、何か支援をし

なければいけないとの模索は５月よりしておりました。また、町と足並みを

そろえるというのは、コロナ対応においては、車の両輪として足並みをそろ

えるということであり、有事の際には、当然のことと考えます。職員給与に

ついても、先ほど児玉議員からございましたけれども、人事院の勧告がない

中で議会に関する問題ではなく、全くの的外れであると思います。三役の期

末手当削減については、切迫した状況の中で少しでも財源確保したいという

お気持ちは十分理解でき、町のトップランナーとしての姿として共感できま

すので賛成といたします。 

以上です。 

議      長   ほかに討論はございませんか。 

討論もほかにないようですので、以上で討論を終わりにし、直ちに採決に

入りたいと思いますが、御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声多数） 

議      長   御異議ないので、議案第53号を採決いたします。原案に賛成者は起立をお

願いいたします。 

（起立多数） 

議      長   起立多数。よって議案第53号は原案どおり可決されました。 
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日程第３、議案第55号、山北町手数料条例の一部を改正する条例の制定に

ついてを議題といたします。 

提案者の説明を求めます。町長。 

町      長   議案第 55号、山北町手数料条例の一部を改正する条例の制定について。 

山北町手数料条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定するものとす

る。 

令和２年９月４日提出。山北町長 湯川裕司。 

提案理由でございますが、行政手続における特定の個人を識別するための

番号の利用等に関する法律の改正等により、本条例を改正する必要が生じた

ため提案するものです。 

詳細については、担当課のほうから説明いたします。 

議      長   町民税務課長。 

町 民 税 務 課 長    それでは、議案第 55号について、御説明申し上げます。 

２枚目をお開きください。 

山北町手数料条例の一部を改正する条例。 

初めに、今回の条例改正の主な概要でございますが、行政手続における特

定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律などの改正により、令

和２年５月25日をもってマイナンバーの通知カードが廃止され、今後は再交

付しないこととなりました。これに伴い、通知カードの再交付手数料を規定

している本条例を改正するとともに、ほかの項目におきましても、現行の取

扱いに合わせて条文を整理するものです。内容につきましては、新旧対照表

にて説明させていただきます。 

新旧対照表の１ページ目を御覧ください。 

第２条におきまして、第16号については、再交付手数料を2,900円から3,400

円に改めるもので、第30号は削除するものでございます。また、第31号につ

きましては、号番を第30号へ繰り上げるとともに、「行政手続における特定

の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の規定による通知カード

及び個人番号カード並びに情報提供ネットワークシステムによる特定個人情

報の提供等に関する省令」を「行政手続における特定の個人を識別するため

の番号の利用等に関する法律に規定する個人番号、個人番号カード、特定個
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人情報の提供等に関する省令」へ改めるものです。さらに、第32号から第34

号につきましては、それぞれ１号ずつ繰り上げるものであります。 

第３条第１項におきまして、「１税目をもって」は納税者の手数料負担を

軽減するため、「１枚を」へ改め、第４項中「第30号」は「第29号」へ改め

るものです。 

さらに、第６条につきましては、「通知カード及び」と「及び第31号」を

それぞれ削除するものでございます。 

それでは議案の２枚目にお戻りください。 

附則。この条例は公布の日から施行する。 

説明は以上でございます。 

議      長   説明が終わりましたので、議案第55号について質疑に入ります。質疑のあ

る方はどうぞ。 

13番、石田照子議員。 

13 番 石  田   13番石田でございます。第２条の第16号中に2,900円を3,400円に改めてお

りますけれども、この登録票というのはどのようなものなんでしょうか。 

議      長   環境課長。 

環 境 課 長   お答えします。鳥獣保護法の第19条に、野生鳥獣について使用できる、要

は飼うことができる登録をする手続を県知事の許可で出すんですけれども、

野生鳥獣、本来飼えないものを、特別に、要は愛玩のためですとか、学術研

究のためにそれを捕獲して飼うということで、その手続が法で定められてい

るということでございます。今回この金額を3,400円に改めるというもので

ございます。 

議      長   13番、石田照子議員。 

13 番 石  田   そうしますと、研究等で本来でしたら飼えない鳥獣を飼うということであ

るならば、山北町については何ら値上がりしても影響はないとお考えです

か。 

議      長   環境課長。 

環 境 課 長   お答えします。過去に調べたところ、山北町では、学術研究とか、あと愛

玩動物での飼育の実績はないと。補足でございますけれども、平成20年４月

に第11次神奈川県の鳥獣保護事業計画で愛玩のための捕獲許可は認めない
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ということになってございますので、愛玩のためについては、事実上、平成

20年度から許可にはならないという状況でございます。 

以上です。 

議      長   よろしいですか。ほかにございませんか。 

質疑は終わりましたので、討論を省略し……。失礼。 

13番、石田照子議員。 

13 番 石  田   １番の裏面なんですけれども、第３条、前条第17号に掲げる租税及び公課

に関する証明は、１枚を１件として手数料を徴収すると改正されております

けれども、そうしますと、１枚の紙にいくつか数点申請をしても、今300円

くらいですか、１回という解釈でよろしいんでしょうか。 

議      長   町民税務課長。 

町 民 税 務 課 長    以前の古いシステムのときには、１税目で１枚という納税の証明書の発行

が、つまり、お一方が、複数、納税証明が出る場合には、どうしても金額を多

くなってしまうという状況だったんですけども、近年のシステムは改善されま

して、１枚でも８行ぐらいまで全部表示されると。もし複数の税目の表示であ

った場合、条例どおりですと、その税目どおりの金額を頂くんですけども、同

じ１枚ペラで多く頂くという部分に関して、やはり納税者の負担部分を考慮し

た上で、いわゆる運用規定で１枚300円という形で徴収させていただいてきた

ところがもうずっとありましたので、ここで合わせて改正させていただくとい

うことになります。 

議      長   13番、石田照子議員。 

13 番 石  田   そうしますと、複数申請をする方にとっては、減額という解釈でよろしい

のですね。 

議      長   町民税務課長。 

町 民 税 務 課 長   お察しのとおりでございます。 

議      長   ほかに質疑のある方はいらっしゃいませんか。 

質疑が終わりましたので討論を省略し、直ちに採決に入りたいと思います

が、御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声多数） 

議      長   御異議ないので、議案第55号を採決いたします。原案に賛成者は起立をお
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願いいたします。 

（全員起立） 

議      長   起立全員。よって議案第55号は原案どおり可決されました。 

日程第４、議案第56号、山北町立の小中学校等の設置に関する条例の一部

を改正する条例の制定についてを議題といたします。 

提案者の説明を求めます。町長。 

町      長   議案第 56 号、山北町立の小中学校等の設置に関する条例の一部を改正す

る条例の制定について。 

山北町立の小中学校等の設置に関する条例の一部を改正する条例を別紙の

とおり制定するものとする。 

令和２年９月４日提出。山北町長 湯川裕司。 

提案理由でございますが、令和３年４月１日に山北町立三保小学校が山北

町立川村小学校に統合されることに伴い、本条例を改正する必要が生じたた

め提案するものです。 

詳細については、担当課のほうから説明いたします。 

議      長   学校教育課長。 

学 校 教 育 課 長   それでは、議案第56号、山北町立の小中学校等の設置に関する条例の一部

を改正する条例について、御説明いたします。 

１枚おめくりください。山北町立の小中学校等の設置に関する条例の一部

を次のように改正する。 

もう１枚おめくりいただいて、新旧対照表を御覧ください。別表を改正す

るもので、山北町立三保小学校の欄を削り、山北町立川村小学校のみとする

ものです。 

１枚お戻りください。附則。この条例は令和３年４月１日から施行する。 

以上で説明を終わりにします。 

議      長   説明が終わりましたので、議案第56号について質疑に入ります。質疑のあ

る方はどうぞ。 

質疑がないので討論を省略して、直ちに採決に入りたいと思いますが、御

異議ございませんか。 

（「異議なし」の声多数） 
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議      長   御異議ないので、議案第56号を採決いたします。原案に賛成者は起立をお

願いいたします。 

（全員起立） 

議      長   起立全員。よって議案第56号は原案どおり可決されました。 

日程第５、議案第57号、山北町立学校給食共同調理場の設置等に関する条

例を廃止する条例の制定についてを議題といたします。 

提案者の説明を求めます。町長。 

町      長   議案第 57 号、山北町立学校給食共同調理場の設置等に関する条例を廃止

する条例の制定について。 

山北町立学校給食共同調理場の設置に関する条例を廃止する条例を別紙の

とおり制定するものとする。 

令和２年９月４日提出。山北町長 湯川裕司。 

提案理由でございますが、令和３年４月１日に山北町立三保小学校が山北

町立川村小学校に統合されることに伴い、学校給食共同調理場が廃止される

ため提案するものです。 

詳細については、担当課のほうで説明いたします。 

議      長   学校教育課長。 

学 校 教 育 課 長   それでは、議案第57号、山北町立学校給食共同調理場の設置等に関する条

例を廃止する条例について、御説明をいたします。 

まず初めに、現在小学校の給食は川村小学校の敷地内にある学校給食共同

調理場におきまして、川村小学校と三保小学校の給食を調理し、三保小学校

はそこから配送をしております。令和３年４月１日に三保小学校が川村小学

校に統合されることに伴いまして、学校給食共同調理場でなく川村小学校単

独の調理場となるため、本条例を制定するものでございます。 

１枚おめくりください。山北町立学校給食共同調理場の設置等に関する条

例は廃止する。 

附則。この条例は令和３年４月１日から施行する。 

以上で説明を終わります。 

議      長   説明が終わりましたので、議案第57号について質疑に入ります。質疑のあ

る方はどうぞ。 
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質疑がないので討論を省略し、直ちに採決に入りたいと思いますが、御異

議ございませんか。 

（「異議なし」の声多数） 

議      長   御異議ないので、議案第57号を採決いたします。原案に賛成者は起立をお

願いいたします。 

（全員起立） 

議      長   起立全員。よって議案第57号は原案どおり可決されました。 

日程第６、発議第１号、山北町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関す

る条例の一部を改正する条例の制定についてを議題といたします。 

提案者の説明を求めます。 

議席番号13番、石田照子議会運営委員長。 

13 番 石  田   発議第１号、山北町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一

部を改正する条例の制定について。 

山北町議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条

例を別紙のとおり制定するものとする。 

令和２年９月４日提出。山北町議会議員石田照子。同じく瀬戸恵津子。同

じく山崎政司。同じく熊澤友子。同じく児玉洋一。 

提案理由でございますけれども、新型コロナウイルス感染症による町民生

活や地域経済への影響を考慮し、一層の支援が必要なことから、令和２年12

月に支給する議長、副議長及び議員の期末手当を減額する特例措置を行うた

め提案するものです。 

なお、このたびの期末手当の減額に伴う財源の使途については、子どもた

ちの読書活動への支援等へ充てていただけるよう、町側に配慮をお願いした

ところでございます。 

詳細は事務局が説明いたします。 

議      長   事務局長。 

事 務 局 長   それでは、発議第１号、山北町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関す

る条例の一部を改正する条例を御説明申し上げます。 

１枚おめくりください。山北町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関す

る条例の一部を次のように改正する。 
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附則に次の１項を加える。 

期末手当の額の特例といたしまして、第10項に議長、副議長及び議員に係

る令和２年12月の期末手当の額は、第４条第２項及び第３項の規定にかかわ

らず、同項の規定による額から100分の20に相当する額を減じた額とするとい

うことで、今年の12月の期末手当について、20%のカットを特例的に行うもの

でございます。 

附則。この条例は公布の日から施行する。 

説明は以上でございます。 

議      長   説明が終わりましたので、発議第１号について質疑に入ります。質疑のあ

る方はどうぞ。 

12番、冨田陽子議員。 

12 番 冨  田   この発議をする前に全員賛成かではなく、全員の意見を聞いて、この発議

を出すというそれまでのシステムといいますか、そういう形式はとれなかっ

たんでしょうか。 

議      長   13番、石田照子議会運営委員長。 

13 番 石  田   今の御発言は、条例の一部改正に対する質問ではないとは思いますけれど

も、これを発議にする前に、全員協議会等で丁寧に説明をしたところでござ

います。皆さんも御承知のことかと思います。 

議      長   ほかに質疑の方はいらっしゃいますか。 

質疑が終わりましたので、これから討論を行います。討論はございますか。 

反対討論、それでは反対討論の方から挙手願いたいと思います。 

８番、清水明議員。 

８ 番 清  水   私は、反対の立場から討論に参加をいたします。議員は、町民の一員であ

ります。当たり前のことです。特別な存在ではありません。その証拠に、４

年間を過ぎれば、普通の町民に戻ります。その町民の一員である議員が町民

を支援するということは、議員が町民とは違う特別な存在であるように思わ

れてしまうのではないかなと危惧をします。議員は、町民の福祉の向上に寄

与することが大きな役割があることは論を待ちませんが、今回のこの発議に

ついては、若干の疑問が残ります。 

私はこの発議には反対をいたします。 
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議      長   次に、原案に賛成者の討論の方はいらっしゃいますか。 

９番、児玉洋一議員。 

９ 番 児  玉   ９番児玉でございます。 

私は、発議第１号、山北町議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例

の一部を改正する条例の制定について、賛成の立場で討論をいたします。 

本発議案件については、提案理由にもあるとおり、新型コロナウイルス感

染症による町民生活や地域経済等への影響を考慮し、山北町議会としても一

層の支援が必要であると考えた上での提案です。 

先ほど、議案第53号、山北町特別職の職員の給与及び旅費に関する条例の

一部を改正する条例の制定について、こちらについては、賛成多数で可決を

されました。以前、５月29日に開かれた臨時議会において、今回同様、町三

役の期末手当削減提案がなされ、議会としては否決をしました。その理由と

しては、町の財政収支が明らかになっていない時点では、減額の提案につい

ては時期尚早ではないかと。財政状況が明らかになった時点で議会も同様な

考えをしていく必要があるという理由でした。その後、６月の第２回定例会

や全員協議会、８月の臨時議会等において、町の財政収支は明らかになって

きており、町民生活や地域経済に及ぼす影響は計り知れない状況にあります。

町三役とともに議会としても町民に寄り添う必要があるのではないか。学校

教育や子どもたちに少しでも支援をしていくべきではないか。まさに、今そ

れが絶好の機会だと思いまして、本発議案件について賛成討論といたします。 

以上です。 

議      長   次に、原案に反対討論の方はいらっしゃいますか。 

11番、堀口恵一議員。 

11番 掘   口   11番、堀口です。 

発議第１号、反対討論を行います。 

８月３日全員協議会にて、この条例案に関連して使い道の説明がありまし

た。先ほどありましたとおり、図書カードを配付ですね、その使い道に賛成

できないので反対です。 

報酬削減どころか、報酬増額すべき状況と考えています。現在、山北町で

は政務活動費がゼロであります。しかし、昨今の高度情報化に対応すべく、
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必須の経費を個人負担で行っています。内容は、スマホ、パソコン、プリン

ターなど機材のほか、月々の通信費などがあります。 

町では、子どもたちに対して手厚く、ＧＩＧＡスクール構想などで１人１

台パソコン推進やオンライン教育のため、一部無償でＷｉ－Ｆｉ環境貸出し

なども行っています。 

一方、議会活動を見ると、ＩＣＴ化に対応すべきとのことで、掛け声だけ

はよいのですが、議会のミーティングルームのＷｉ－Ｆｉ環境要求、議会で

のタブレット利用などには全く予算がつかず、遅れたままの状態になってい

ます。子どもたちのＩＣＴ化を進めようと考えている私たちがタブレットも

使えない状況でやっているのでは、まともな議論もできるはずがありません。

今回、削減案では１人13万円程度だと思いますが、湯河原町議会でも使って

いる12.9インチタブレット、ｉＰａｄ程度のがちょうど買える金額です。条

例を否決して、そのお金でタブレットを購入して、ＩＣＴ化を進め、貢献し

たほうがはるかに効果的だと考えます。自分たちにできることをやっていな

くて、報酬削減で対応するというのは、その分議員の仕事を放棄しているよ

うなものであります。 

よって、今回の条例には反対です。 

さらに言えば、山北町の面積は南足柄市の３倍あります。ほか、小田原市

の面積の２倍、松田町の６倍、大井町の16倍、開成町に至っては34倍もの面

積なのです。活動しない議員はあまり感じないかもしれませんが、積極的に

活動しようとする議員が自分の車でちょっと町中を見る場合など、ガソリン

経費は２倍から34倍かかっているわけです。町面積が大きいがゆえ、他町よ

り大きい議員負担が既にあるわけです。現状、議員の窮状がある状態での報

酬削減をする条例には全く反対です。 

以上。 

議      長   次に、原案に賛成討論の方はいらっしゃいますか。 

１番、瀬戸恵津子議員。 

１ 番 瀬  戸   私は、発議第１号、山北町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条

例の一部を改正する条例の制定について、賛成の立場で討論いたします。 

本案件は、提案理由にもございますように、新型コロナウイルス感染症の
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感染拡大により町民生活は大きな影響を受けております。また、いつ終息す

るのかも分からず不安が増しております。町民の福祉の向上に寄与すること

を第一の使命に考える山北町議会議員として、町民に寄り添うことを見える

形で表し、まとまった財源を生み出すためにも、この条例改正は何も反対す

る理由がございません。町行政が苦渋しているときに、共に同じ方向で歩む

ことに何らちゅうちょはございません。期末手当の20%を削減するこの条例の

改正の発議に賛成することをお訴えし、また皆様に御賛同をお願いし、私の

賛成討論といたします。 

以上でございます。 

議      長   ほかに討論はございますか。 

討論がないようですので、以上で討論を終わりにし、直ちに採決に入りた

いと思いますが、御異議ございませんか。 

議      長   御異議ないので、発議第１号を採決いたします。原案に賛成者は起立をお

願いいたします。 

（起立多数） 

議      長   起立多数。よって発議第１号は原案どおり可決されました。 

日程第７、議案第58号、令和２年度山北町一般会計補正予算（第５号）に

ついて議題といたします。 

提案者の説明を求めます。町長。 

町      長   議案第 58号、山北町一般会計補正予算（第５号）。 

令和２年度山北町の一般会計補正予算（第５号）は、次に定めるところに

よる。 

歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ７

億9,931万9,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ69億

4,531万9,000円とする。 

２、歳入歳出予算の補正の款、項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補

正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表、歳入歳出予算補正」による。 

地方債の補正。第２条、地方債の変更は、「第２表 地方債の補正」によ

る。 

令和２年９月４日提出。山北町長 湯川裕司。 
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提案理由でございますが、今回の補正予算の歳入の主なものは、新型コロ

ナウイルス感染症の影響を見込んだ町税9,047万2,000円の減額、普通交付税

の確定による地方交付税３億4,699万9,000円の増額であり、歳出の主なもの

は、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金事業や令和元年台風

19号で被災した町道谷戸北畑線の復旧費で、歳入歳出総額をそれぞれ７億

9,931万9,000円の増額補正するものでございます。 

詳細については、担当課のほうから説明いたします。 

議      長   財務課長。 

財 務 課 長   それでは、議案第58号、令和２年度山北町一般会計補正予算（第５号）に

ついて、御説明申し上げます。 

２ページ、３ページをお開き願います。 

第１表、歳入歳出予算補正です。 

歳入につきましては、１款町税から、４ページ、５ページをお開きくださ

い。上段、22款町債まで、合計で７億9,931万9,000円の増額で、補正後の予

算額は69億4,531万9,000円になるものでございます。 

歳出につきましては、２款総務費から６ページ、７ページをお開きくださ

い。上段の13款予備費まで、歳入と同額を補正するものでございます。 

次に、第２表の地方債の補正でございます。総務債については、総務債と

次の土木債の一部については、起債の対象から外れたため、それぞれ670万円

と540万円を減額するもので、教育債については、新型コロナウイルス対応地

方創生臨時交付金の対象となったため、2,160万の減額。臨時財政対策債につ

いては、確定により借入限度額を１億9,000万円から１億9,751万4,000円へと

するものでございます。 

続きまして、事項別明細書で御説明いたします。10ページ、11ページをお

開きください。 

最初に歳入でございます。 

１款町税、１項町民税、１目個人、2,127万5,000円の減額については、所

得が減となる見込みのため、減額をするものでございます。 

２目の法人3,050万円の減額は、実績が前年を下回っているため、減額をす

るものでございます。 
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２項固定資産税、１目固定資産税3,520万円の減額は、土地価格の下落や徴

収猶予、減価償却などにより減額をするものでございます。 

３項軽自動車税、１目軽自動車税119万5,000円の減額及び２目の環境性能

割84万9,000円の減額は、見込み台数の減によるものでございます。 

５項入湯税、１目入湯税145万3,000円の減額は、利用者の減によるもので

ございます。 

２款地方譲与税、３項森林環境譲与税、１目森林環境譲与税722万1,000円

は、内示による交付見込額でございます。 

６款地方消費税交付金、１項地方消費税交付金、１目地方消費税交付金

2,000万円の減額は、コロナウイルスの影響による消費の落ち込みの見込みの

ため減額をするものでございます。 

10款地方特例交付金、１項地方特例交付金、１目地方特例交付金は362万

1,000円の増額補正でございます。説明欄の住宅減税特例交付金は、確定によ

り32万5,000円の減額。自動車等減税特例交付金は、環境性能割における消費

増税対策の軽減分を国が補填するもので、394万6,000円の増額でございます。 

次に、11款の地方交付税ですけども、12、13ページをお開きください。 

１目地方交付税は、普通交付税の確定により３億4,699万9,000円の増額で

ございます。これにつきましては、町税の減収による基準財政収入額の減額、

会計年度任用職員制度による基準財政需要額の増などにより、普通交付税が

確定により増額になったものでございます。 

次に、13款分担金及び負担金の１項負担金、１目民生費負担金は236万5,000

円の減額です。説明欄に記載の保育所保育料現年度町内分、放課後児童クラ

ブ利用料、認定こども園保育料現年度町内分は、それぞれ４月から６月分の

日割りの還付でございます。 

15款国庫支出金、１項国庫負担金、１目民生費国庫負担金は335万6,000円

の増額で、２節児童手当負担金325万円は、児童手当の元年度の清算によるも

のでございます。 

３節保険基盤安定負担金10万6,000円も、介護保険１号被保険者負担軽減分

の元年度清算によるものでございます。 

２項国庫補助金、１目民生費国庫補助金は96万3,000円の増額です。子ども
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子育て支援交付金の特定措置分で、放課後児童クラブの時間延長などの補助

で３分の１の補助でございます。 

２目衛生費国庫補助金は９万6,000円の増額です。母子保健事業として３か

月児童健診やオンライン指導の助成金で２分の１の補助でございます。 

３目土木費国庫補助金は２億8,726万4,000円の増額です。元年度台風19号

により被災した谷戸北畑線の復旧の補助金でございます。 

６目社会資本整備総合交付金は354万7,000円の増額です。土砂災害洪水ハ

ザードマップ作成の補助金で２分の１の補助でございます。 

７目総務費国庫補助金は638万円の増額で、マイナンバー連携システム改修

の補助金で10分の10の補助でございます。 

８目新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金は4,372万7,000円

の増額で、コロナウイルス対策を実施するもので10分の10の補助でございま

す。 

16款県支出金、１項県負担金、６目災害復旧資金負担金は6,480万4,000円

で、谷戸北畑線等の災害復旧のため、協定により県が負担する分でございま

す。 

２項県補助金、２目民生費県補助金は151万4,000円の増額です。民生・児

童委員活動費４万4,000円は、単価の改定によるものでございます。市町村障

害福祉事業推進補助金は、グループホーム家賃補助で対象者が１人増えたこ

とによるものでございます。 

14、15ページをお開きください。 

５節子ども・子育て支援交付金96万3,000円は特例措置分で、放課後児童ク

ラブの補助の県負担分３分の１の補助でございます。 

６節新型コロナウイルス感染症緊急包括支援交付金40万2,000円は、新型コ

ロナウイルス感染症拡大防止対策事業として保育園、こども園に交付される

もので、10分の10の補助でございます。 

３項委託金、３目商工費委託金は35万7,000円の増額です。丹沢湖記念館等

管理委託金で、ダムカードが人気のため、事務量の増などにより委託金の増

でございます。 

17款財産収入、２項財産売払収入、１目不動産売払収入は287万7,000円の
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増額です。土地売払収入は、廃道路敷など２件を払下げしたものでございま

す。 

18款寄附金、１項寄附金、１目一般寄附金65万4,000円は、４件の寄附をい

ただいたものでございます。 

３目教育費寄附金、１節教育総務費寄附金100万円は、教育のために寄附を

いただいたものでございます。 

４目農林水産業費寄附金、１節農業費寄附金は、農道維持管理のために50

万円寄附を頂いたものでございます。 

19款繰入金、３項他会計繰入金、１目介護保険事業特別会計繰入金1,709万

7,000円は、令和元年度分清算に伴い繰入れをするものでございます。 

20款の繰越金は、前年度繰越金の確定に伴い、１億4,635万8,000円を増額

するものでございます。 

21款諸収入、４項雑入、１目雑入は7000円の増額です。 

３節の公務災害補償金で、かけ金の改定によるものでございます。 

16、17ページをお開きください。 

22款町債、１項町債、１目総務債は670万円の減額で、起債の対象とならな

いための減額。 

２目土木債、540万円についても対象でないため減額をするものでございま

す。 

４目教育債は2,160万円の減額ですが、ＧＩＧＡスクール事業について、臨

時交付金の対象となったことにより減額をするものでございます。 

６目臨時財政対策債は、確定により751万4,000円増額をするものでござい

ます。 

18、19ページをお開きください。 

歳出でございます。 

１款議会費、１項議会費、１目議会費は190万7,000円の減額です。議会議

員の期末手当を20%減額し、児童の図書カード購入費に充てるものでございま

す。 

２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費は267万8,000円の増額です。

説明欄の人件費の特別職83万円の減額は、町長、副町長の期末手当を減額し、
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防災備品の購入に充てるものでございます。職員の給料、職員手当、共済費

及び一般経費の被服費は、10月から採用を予定している防災監１人分の経費

でございます。 

５目財産管理費は１億7,220万6,000円の増額です。庁舎管理事業の修繕費

159万3,000円はキュービクルの修繕費でございます。財産管理事業の清水中

学校修繕負担金44万3,000円は、給水ポンプの交換を東急建設と折半するもの

でございます。基金管理事業は１億7,000万円の増額です。今後、町が予定し

ている事業のための積立金でございます。三保小学校跡地活用検討事業は、

17万円の増額です。 

20ページ、21ページをお開きください。 

三保小学校跡地活用委員会の開催経費で委員謝金10人分の会議の開催経費

でございます。 

７目企画費は74万円の増額です。公共交通路線バスの事業者緊急支援金は、

神奈川県バス協会から支援要望があるため、松田町、大井町とともに富士急

湘南バスに対し支援をするものでございます。 

９目調整連絡費は78万円1,000円の増額です。連合自治会から地域の自治会

関係の会議のためのコロナウイルス対策として、除菌液やマスク等の物品の

支給要望があったために支援をするものでございます。 

12目電算管理費は49万3,000円の増額です。総合行政情報システム整備事業

の備品購入費35万円は、県や関係機関等とオンラインで会議等ができるよう、

ＷＥＢ会議用機材を５セット購入するものでございます。その下の神奈川情

報セキュリティクラウド利用料はアカウントの利用料でございます。 

15目定住総合対策事業費は49万円の減額です。コロナウイルスによりやま

きた体験ツアーと山北ＬＯＶＥ婚が中止のため、減額をするものでございま

す。 

２項町税費、２目賦課徴収費は492万円の増額で、修正申告等により還付が

増えたことによるものでございます。 

22、23ページをお開きください。 

３項戸籍住民基本台帳費、１目戸籍住民基本台帳費は638万円の増額です。

戸籍情報システム改修業務委託料、戸籍附票システム改修業務委託料は、マ
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イナンバーとの連携のためのシステム改修でございます。 

３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総務費は105万円の増額です。

民生・児童委員活動事業の活動負担金４万5,000円は、県の補助単価の増によ

るものでございます。一般経費の社会福祉協議会助成金100万5,000円は、と

もしびショップの減収分を補填するものでございます。 

５目障害者福祉費は21万円の増額で、障害者地域生活サポート事業補助金

は、対象者が１名増えたことによるものでございます。 

７目介護保険事業特別会計繰出金は10万6,000円の増額で、前年度清算によ

る介護保険事業の繰り出しでございます。 

２項児童措置費、１目児童福祉総務費は245万円の増額です。会計年度任用

職員経費は、放課後児童クラブ時間延長によるものでございます。 

２目児童措置費681万9,000円の増額は、児童手当の過年度清算による返納

でございます。 

24、25ページをお願いします。 

３目保育園費は149万9,000円の増額です。保育園運営事業の事務機器借上

げ料は、印刷機が壊れたため、新たにリースをするものでございます。保育

園維持管理事業の修繕費は、遊戯室の折戸の修繕、工事請負費は遊戯室の床

の塗装工事と網戸の設置工事でございます。 

５目認定こども園費は43万2,000円の増額です。修繕費は、ブランコや冷凍

庫などを修繕するもので、工事請負費は網戸を設置するものでございます。 

４款衛生費、１項保健衛生費、１目保健衛生総務費は218万9,000円の増額

です。母子保健事業の妊婦応援給付金は、妊婦の方に２万円を支給するもの

で45人分を予定しております。健康福祉センター管理事業の修繕費100万円に

ついては、予防的に修繕を行うものでございます。管理備品購入費28万9,000

円は、出入口にサーモマネジャー２台を購入するものでございます。 

３目環境衛生費は15万7,000円の増額です。猿の捕獲をしてもらうための謝

礼金でございます。 

５款農林水産業費ですが、26ページ、27ページをお開きください。 

１項農業費、３目農業振興費は959万円の増額です。鳥獣害対策事業の会場

使用料は、研修会が中止のための減額でございます。防護柵等設置補助金は
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申請件数が当初22件の見込みが39件の見込みのため、76万5,000円増額をする

ものでございます。足柄茶振興事業の足柄茶生産奨励金900万円は、コロナウ

イルスにより足柄茶の流通が減少しているため、生産者に対し１軒10万円、

90軒分を予定してございます。 

５目農地費は50万円の増額で、寄附金で農道の整備を行うものでございま

す。 

２項林業費、２目林業振興費は729万6,000円の増額です。林業促進事業の

測量業務委託料は、谷峨地域の森林測量と箒沢林道の測量でございます。工

事請負費の林道維持管理工事は大野山東西道路を減額するもので、地域森林

整備工事は谷峨地域の森林整備を行うものでございます。これらの事業につ

きましては、森林環境譲与税を充当してございます。共和のもりセンター管

理運営事業の高濃度ＰＣＢ含有機器更新工事は、昨年度ＰＣＢの調査を実施

したところ、町有施設では、共和のもりセンターが該当したため、交換をす

るものでございます。 

６款商工費、１項商工費、３目観光費は44万8,000円の増額です。観光施設

維持管理事業の修繕費100万円は、大野山山頂公衆トイレなどを修繕するもの

でございます。丹沢湖周辺地域清掃及び施設等管理費補助金は、環境整備公

社に対する助成で、歳入で御説明しましたダムカード配布による事務量の増

加分などとして、35万8,000円を助成するものでございます。Ｄ52を活用した

元気なまちづくり事業のＤ52運行委託料56万円の減額は、コロナウイルスに

より整備内容を変更したことによる減額。 

28、29ページをお開きください。イベント開催助成金35万円は、イベント

中止による減額でございます。 

７款土木費、２項道路橋梁費、１目道路維持費は1,650万円の増額です。町

道維持補修事業の修繕費と工事請負費は、自治会要望などに対応をするもの

でございます。 

２目道路新設改良費は252万3,000円の減額です。道路新設改良事業の測量

設計業務委託料と工事請負費は、塩沢線の工事請負費に振り替えるための組

替えでございます。道路用地取得費と使用物件保証費は、神縄地区内道路を

翌年度にしたため、減額をするものでございます。 
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３項河川費、１目河川維持費50万円の増額は、用水路の修繕等に対応する

ものでございます。 

５項都市計画費、２目都市公園費は51万1,000円の増額でございます。修繕

費51万1,000円は、鉄道公園のポリカーボ板やぐみの木公園のブランコの修理、

コミュニティ広場に日よけ等を設置するものでございます。 

８款消防費、１項消防費、２目非常備消防費は8,000円の増額です。これは

掛金が増額となったものでございます。 

30、31ページをお開きください。 

５目防災対策費は913万9,000円の増額でございます。防災対策備品等整備

事業は、特別職の期末手当減額分で、消耗品費で医療用ガウン、災害備蓄エ

コマットの購入、備品購入費でサーモマネジャーを購入するものでございま

す。自主防災対策事業の自主防災対策助成金82万3,000円は、自主防災会から

の要望が増となったため、対応するものでございます。地域防災計画事業の

防災ハンドブック、防災マップ策定業務委託料は、県の地域設定が完了した

ため、土砂災害洪水ハザードマップを作成するものでございます。防災対策

事業の山北高等学校教育改革推進事業負担金7万2,000円は、地域学習支援員

２名分を助成するものでございます。 

９款教育費、１項教育総務費、２目事務局費は1,316万3,000円の増額でご

ざいます。最初に人件費については、教育長の期末手当の減額分で防災備品

の購入に充てるものでございます。教育振興事業の消耗品と通信運搬費は、

議会議員の期末手当減額分で３歳から中学３年生まで１人2,500円の図書カ

ードを購入する経費及び郵送料でございます。備品購入費では、電子黒板を

10台購入をするものでございます。新型コロナウイルス感染症防止学習支援、

教育環境整備事業の機器購入費は、寄附金を活用して空気清浄機９台を購入

するものでございます。 

32、33ページをお開きください。学校統合推進事業の閉校記念事業助成金

300万円は、三保小学校の閉校のため、実行委員会から要望があったものでご

ざいます。豊かな学びの支援推進事業については、研究発表会が中止のため

予算を組み替えるものでございます。 

３項川村小学校費、１目学校管理費は110万8,000円の増額です。学校施設
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維持管理運営事業の工事請負費では、放送設備の交換と網戸を設置するもの

でございます。 

４項山北中学校費、１目学校管理費は８万9,000円の増額で、こちらも網戸

を設置するものでございます。 

６項社会教育費、１目社会教育総務費は40万円の減額です。家庭教育学級、

町文化祭の中止による減額でございます。 

４目生涯学習センター費は3,278万円の増額です。生涯学習センター維持管

理事業の空調機器更新工事は、多目的ホール、舞台の空調機器を更新するも

のでございます。 

７項保健体育費、１目保健体育総務費は22万円の減額です、 

34、35ページをお開きください。足柄上郡総合体育大会神奈川駅伝が中止

のため、減額をするものでございます 

10款災害復旧費、１項農林水産施設災害復旧費、１目農林水産施設災害復

旧費は500万円の増額で、谷峨地区の農地災害の復旧費などでございます。 

２項公共土木施設災害復旧費、１目公共土木施設災害復旧費は３億9,320万

円の増額です。小災害復旧工事については、今後の台風対応のため、増額を

するもので、小災害復旧工事負担金は協定により谷峨小山線の舗装工事の負

担分でございます。公共工事、公共土木施設災害復旧事業の共同等災害復旧

工事は、谷戸北畑線の町道復旧工事で、町道等災害復旧工事負担金は、谷戸

北畑線災害復旧工事の県負担分でございます。 

13款予備費は１億1,291万7,000円を増額するものでございますが、今後、

退職手当等への負担金や下水道事業特別会計、国保事業会計、介護保険事業

特別会計への繰り出しなどが見込まれるため、財源を留保しておくものでご

ざいます。 

36、37ページをお開きください。 

給与費明細書でございます。特別職については、議会議員、町長、副町長、

教育長の期末手当の減額分でございます。２の一般職については、防災監が

任期付職員のため、職員数に含まれるので、補正前に対して、１名増となっ

ております。変更については防災監の採用に伴うものでございます。 

後ほど、お目通しをいただければと思います。 
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説明は以上でございます。 

議      長   ここで暫時休憩をしたいと思います。再開は10時40分といたします。 

                                    （午前10時25分） 

議      長   休憩前に引き続き、会議を開きます。        （午前10時40分） 

日程第７、議案第58号、令和２年度山北町一般会計補正予算（第５号）に

ついての説明が終わりましたので、議案第58号について質疑に入ります。 

質疑のある方はどうぞ。 

４番、熊澤友子議員。 

４番 熊   澤   ４番熊澤です。 

23ページの児童福祉総務費の中の会計年度職員（パートタイム）の学童さ

んのパートの、パートタイムは何人だったのでしょうか。それと、あと時間

延長はどのくらいあったのかということをお聞きいたします。 

議      長   福祉課長。 

福 祉 課 長   こちらは人数が施設長、それから支援員が３人分、それから、もう１つ、

金額が違う支援員が３人分ということで、時間的には、１日、支援員につき

ましては６時間、施設長については44.5時間、それで施設長につきましては

29日分、支援員については46日分ということでございます。 

議      長   熊澤議員。 

４番 熊   澤   そうしますと、時間帯が違う方っていうのは会計年度パートタイマーでは

ないという方がいらっしゃるということですね。 

議      長   福祉課長。 

福 祉 課 長   すみません、ちょっと今質問が分からなかったので、もう一度いいですか。 

議      長   熊澤議員。 

４番 熊   澤   すみません、先ほど３人分と言われまして、また３人分と言われたんで、

会計年度の方じゃなくても、会計年度じゃないパートさんか、職員さんがい

られるってことですか。 

議      長   福祉課長。 

福 祉 課 長   この３人分、３人分というのは、単価が若干違うということで、言ったも

のでございます。 

議      長   熊澤議員。 
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４番 熊   澤   それで、期末手当もここにうたわれているんですが、これは、全員の方で

はないですよね。どういう方の期末手当。 

議      長   福祉課長。 

福 祉 課 長   全員の方ではございません。今回、支援員の方が賃金が増えたものですか

ら、この増えた分の方に対してのものでございます。 

議      長   よろしいですか。 

４番 熊   澤   分かりました。はい。 

議      長   ほかにございませんか。 

13番、石田照子議員。 

13 番 石  田   13番、石田でございます。 

21ページの企画費のところなんですけれども、公共交通路線バス事業者緊

急支援金として、富士急へ支援要請があったと御説明いただきましたけれど

も、これは、コロナの関係で乗降客が減少したというのが理由なんでしょう

か。 

議      長   企画政策課長。 

企 画 政 策 課 長   公共交通路線バス事業者緊急支援金について、御説明させていただきます。

本年の６月に神奈川県のバス協会から周辺の自治会に対しまして、乗合バス

事業に対する事業支援要望書というものが提出されました。内容といたしま

しては、コロナの関係で利用者を安全・安心に輸送するために、マスク、消

毒液、抗菌処理に要する費用、運転席仕切りカーテン等の導入する費用につ

いて、これから費用負担をしていかなければいけないので、そういった部分

について、地方創生臨時交付金を活用して、自治体のほうから助成をしてい

ただきたいというような要望書がございました。 

これを受けまして、富士急湘南バスが運行しております山北町、大井町、

松田町と３町で調整をいたしまして、３町で広域で、同じ条件で富士急湘南

バスのほうに支援をするというような形になってございます。 

それで、金額につきましては、基本額といたしまして、10万円かける町内

に３路線ございますので10万円かける３路線で30万円。それと加算額といた

しまして、単価が２万円で富士急湘南バスの保有台数が22台ございますので、

２万円かける22台で44万円、合わせて74万円というような積算になってござ
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います。 

議      長   石田議員。 

13 番 石  田   そうしますと、乗客が減少したという理由ではないので、コロナ対策とい

うことですから、今回限りということになりますか。 

議      長   企画政策課長。 

企 画 政 策 課 長   乗客につきましても、富士急さんのほうから情報をいただいておりまして、

やはりコロナの影響がかなり出ておりましてですね、前年比の春先３月、４

月、５月、この辺りで、もう前年比の２割、３割程度しかお客さんが乗って

いないというようなことでございます。これは、当然のことながらコロナの

影響が非常にあるということで、コロナ対策を含めた中で、富士急さんのほ

うに支援をしていくというような考えでございます。 

議      長   石田議員。 

13 番 石  田   そうしますと、また何か要請が来たらば、何か支援を考えるようなことが

今後あるんでしょうか。 

議      長   企画政策課長。 

企 画 政 策 課 長   現時点では、今回限りの支援ということで考えておりますので、また、そ

の辺りにつきましては、情報を見ながら検討していきたいというふうに考え

ております。 

議      長   ９番、児玉洋一議員。 

９ 番 児  玉   ９番児玉です。 

今の関連の質問になりますけれども、同じページのところでございます。

今、企画政策課長の御答弁の中で、６月に県のバス協会からの要望があって

という形です。エリアで、大井町と松田町と山北町は富士急湘南バスさんだ

と。これ、一般的にこういうことというのが、もう一般というか、全国的に

というか、なされている状況なのか。もし御存じでしたら、教えていただき

たいです。 

議      長   企画政策課長。 

企 画 政 策 課 長   今回のこういう緊急支援金の関係なんですけれども、全国的にも非常に行

っているところが数多くございます。事例についても、かなりうちのほうの

課のほうでも、いろいろ精査させていただいて、一番、今回の支援の内容に



30 

近いものが静岡県の三島市、こちらのほうで、同じような形で支援をしてお

りまして、３町で山北、大井、松田の３町で、三島市さんのほうの支援制度

をベースにちょっと考えていこうということで、そういう形でやらせていた

だいております。 

ただ、支援の内容についても、お金だけを支援する自治体ですとか、ある

いは、実際にコロナ対策でかかった費用のみを支援する自治体ですとか、様々

いろいろございましたけれども、山北町につきましては、三島市の内容をベ

ースにして、この支援を行っていくというような形でございます。 

議      長   ほかにございませんか。 

１番、瀬戸恵津子議員。 

１ 番 瀬  戸   26ページです。林業振興費のところで増額補正があるんですが、これは、

森林環境譲与税の関係だと思うんですが、配分基準があったと思うんですが、

何か大変喜ばしいことではありますが、早速にこんなに増えたというのは、

何かあったんでしょうか。 

議      長   農林課長。 

農 林 課 長   今年度は、森林環境譲与税に対しましては、去年の台風19号等災害があっ

たので、森林に強い山づくりをしなさいという名目で、前年度の約倍額で、

総額で1,300万円ちょっとの予定になっております。当初予算で640万円ほど

計上していますので、残りの分について、今回増額させていただいてます。 

議      長   瀬戸恵津子議員。 

１ 番 瀬  戸   それでは、当初のときには、林道の新設とか、改良とありましたが、今回

においては、多分これ改良だと思うんですが、新設はどっか予定が計画の中

にあるのかということと、あと林業従事者が増えるということが、目安とい

うことが大きな目標に、これに取り組みたいって最初おっしゃってたと思う

んですが、その点については、どんな取組をなさいますでしょうか。 

議      長   農林課長。 

農 林 課 長   今回は、新設は今のところはありません。既存の林道がここのところの雨

で大分傷んでますので、そういった改修というか、補修等に使うのが、主に

なります。 

それと、今回谷峨地区で災害が起きてる現場の山の中が大分荒れてるよう
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な状態になっています。そこを森林整備をするのと、委託費をかけて調査を

して、今後どのような整備をしたらいいのかというのを検討したいために計

上させていただいてます。 

議      長   よろしいですか。ほかに質疑ある方どうぞ。 

12番、冨田陽子議員。 

12 番 冨  田   35ページの公共土木施設災害復旧費なんですが、説明で、今後に備えた対

策とおっしゃってましたが、具体的に場所とか、どんな対策か、もしあれば

お聞かせください。 

議      長   都市整備課長。 

都 市 整 備 課 長   今のところ、具体的なところはありませんので、また昨年度の台風19号の

ようなのがきたときに対応するように、予算を計上させていただいてます。 

議      長   よろしいですか。ほかにございませんか。 

４番、熊澤友子議員。 

４番 熊   澤   23ページの社会福祉協議会助成金とありまして、先ほど、御説明では、と

もしびショップへの補填という形という説明があったんですが、これは、と

もしびショップもずっと閉館にされてましたので、そこにお勤めの方の賃金

と理解してよろしいんでしょうか。 

議      長   福祉課長。 

福 祉 課 長   ともしびショップさくらが休業をしておりました。こちらの減収分という

ことで、当初、国の持続化給付金のほうに申請下りましたが、これが、対象

外となってしまいまして、その減収分ということで、今回補正に見ておりま

して、今後のともしびショップのほうの賃金等に使うということでございま

す。 

議      長   ほかに質疑のある方はどうぞ。 

13番、石田照子議員。 

13 番 石  田   13番石田でございます。 

25ページの環境衛生費なんですけれども、この謝礼金が猿の捕獲に対する

謝礼金という御説明いただきましたけれども、この15万7,000円というのは、

捕獲した頭数に対する金額なんでしょうか。 

議      長   環境課長。 
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環 境 課 長   お答えします。今、こちらのほうと賃金で見させていただいてるのが、猿

のわなの設置、これは３回分を見込んでおります。また、従事者として、猿

のほう、許可のほうは、今７頭で神奈川県のほうから来てございますが、一

応、ここでは10頭見ております。と申しますのは、わな自体が５つございま

すので、そこに５つ全部入る場合もございますし、２頭しか入らないとかっ

ていう状況もあります。町としましては、許可は７ですけれども、捕獲でき

たものについては駆除をするという考え方で県と交渉してございますので、

一応10ということで設置させてございます。 

議      長   石田議員。 

13 番 石  田   補正で、ここで15万7,000円が出てくるということは、予想外に猿が捕獲

できているという状況なんですか。 

議      長   環境課長。 

環 境 課 長   お答えします。昨年の秋に県のほうで猿の実態調査をしてございます。従

来、平成30年度の時点は、30匹という数字をいただいてたんですが、令和元

年では40匹ということで10匹を増えていると。想定以上に猿の数が増えてき

ているという状況がございましたので、その時点では、まだ県との捕獲頭数

が決まっていなかったと。捕獲頭数決まったのは５月の末ということできま

したものですから、獲れる数を、獲れる数の分の申請をここでしましたので、

緊急で補正で上げさせていただいているという状況でございます。 

議      長   ほかに。 

石田議員。 

13 番 石  田   それでは、もう１つですけれども、県の許可は７頭ということですけど

も、10頭捕獲しても問題はないんですか。 

議      長   環境課長。 

環 境 課 長   取りあえず、県の協議の中では、少し昨年度について、爆発的に増えてき

ているということもございますので、できれば、このタイミングでしっかり

と適正数にしていきたいという考え方の中で、今県のほうに調整を依頼して

いるところでございます。 

議      長   12番、冨田陽子議員。 

12 番 冨  田   すみません、今の関連質問で、この捕獲した猿というのは、殺処分という
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ことでよろしいんでしょうか。 

議      長   環境課長。 

環 境 課 長   お答えします。今御指摘のあったとおり、適正数にするために、一応駆除

させていただくという考え方でございます。 

議      長   ほかに質疑のある方はどうぞ。 

12番、冨田陽子議員。 

12 番 冨  田   31ページの地域防災計画事業で防災マップ策定事業というのがあります

が、これは防災マップはいつ頃配布というか、できるんでしょうか。 

議      長   総務防災課長。 

総 務 防 災 課 長   これにつきましては、今県のほうが公示のほうを進めております。それが、

年内には完了しそうなので、それをもって、策定のほうに入っていますので、

策定自体は年度いっぱいになるということを想定しております。ですから、

配布は年度いっぱいまで作成がかかれば、町民の皆さんへの配布は４月以降

になることもあり得ると考えております。 

議      長   冨田議員。 

12 番 冨  田   今回のマップには台風19号の被害があったとこが反映されるって形になる

んでしょうか。 

議      長   総務防災課長。 

総 務 防 災 課 長   このマップは、県が土砂災害の指定、ですから危ないと、19号で崩れたと

かそういうのじゃなくて、土砂災害危険ですよ、あと、ここの河川は氾濫す

る危険性がありますよというのを公示します。それを基にマップのほうは策

定しますので、19号について云々というのは、特に記載することは考えてお

りません。 

議      長   冨田議員。 

12 番 冨  田   これは県が策定するので、こちら、何か意見を言っても反映されないかも

なんですけど、１回、台風９号で崩れてしまったとこが、もう一回、また次

の台風で大きく崩れるとか、そういうところの可能性って大いにあると思う

んですが、町から情報提供して、その防災マップに加えるということは可能

ではないんでしょうか。 

議      長   総務防災課長。 
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総 務 防 災 課 長   自然災害は、台風19号だけではございませんので、元に戻れば、47年災も

あります。そういう面もありますので、どの部分だけ引っこ抜くっていうの

はちょっと事務的に不可能だと思いますので、今回も掲載のほうは考えてお

りません。 

議      長   堀口恵一議員。 

11番 掘   口   11番、堀口です。 

27ページの足柄茶生産奨励金900万円ですけども、コロナで落ちた分、奨励

金ということで出すんですけど、具体的に、それは農家の方に補填されるん

でしょうか。ちょっと内容がちょっとよく分からないので詳しくお願いしま

す。 

議      長   農林課長。 

農 林 課 長   足柄茶を生産している農家さんに支援をするもので、足柄茶というのは、

農協の茶業センターに出荷してる農家さんが対象になります。 

議      長   堀口議員。 

11番 掘   口   その方たちに、今までの実績から想定して支給していくような形なんでし

ょうか。 

議      長   農林課長。 

農 林 課 長   １軒10万円で90軒ほど考えていますので900万円という。 

議      長   ほかにございませんか。 

質疑が終わりましたので討論を省略し、直ちに採決に入りたいと思います

が、御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声多数） 

議      長   御異議ないので、議案第58号を採決いたします。原案に賛成者は起立をお

願いいたします。 

（起立多数） 

議      長   起立多数。よって議案第58号は原案どおり可決されました。 

日程第８、議案第59号、令和２年度山北町国民健康保険事業特別会計補正

予算第２号について議題といたします。 

提案者の説明を求めます。町長。 

町      長   議案第 59号、令和２年度山北町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２
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号）。 

令和２年度山北町の国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）は、次

に定めるところによる。 

歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ589

万2,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ14億5,919万

円とする。 

２、歳入歳出予算の補正の款、項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補

正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。 

令和２年９月４日提出。山北町長 湯川裕司。 

提案理由でございますが、今回の補正予算の主なものは、前年度繰越金の

確定であり、歳入歳出総額をそれぞれ589万2,000円増額補正するものであり

ます。 

詳細については、担当課のほうから説明いたします。 

議      長   保険健康課長。 

保 険 健 康 課 長   それでは、議案第59号、令和２年度山北町国民健康保険事業特別会計補正

予算（第２号）について、御説明申し上げます。 

２ページ、３ページをお開きください。 

第１表、歳入歳出予算補正でございます。 

歳入につきましては、５款の繰越金について、589万2,000円の増額を行う

ものでございます。 

歳出につきましては、２款の保険給付費から７款の予備費まで、歳入と同

額の589万2,000円の増額を行うものでございます。 

詳細につきましては、事項別明細書で説明させていただきます。 

４、５ページをお開きください。 

歳入でございますが、５款１項２目のその他繰越金につきましては、令和

元年度分の決算の確定によるもので、589万2,000円の増額でございます。 

歳出でございますが、２款２項３目の一般被保険者高額介護合算療養費に

つきましては、支給対象者の増加に伴うもので、10万1,000円の増額でござい

ます。 

７款１項１目予備費につきましては、歳入との調整の結果、579万1,000円
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を増額させていただくものです。 

説明は以上でございます。 

議      長   説明が終わりましたので、議案第59号について質疑に入ります。質疑のあ

る方はどうぞ。 

質疑がないので討論を省略し、直ちに採決に入りたいと思いますが、御異

議ありませんか。 

（「異議なし」の声多数） 

議      長   御異議がないので、議案第59号を採決いたします。原案に賛成者は起立を

お願いいたします。 

（全員起立） 

議      長   起立全員。よって議案第59号は原案どおり可決されました。 

日程第９、議案第60号、令和２年度山北町後期高齢者医療特別会計補正予

算（第１号）についてを議題といたします。 

提案者の説明を求めます。町長。 

町      長   議案第60号、令和２年度山北町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）。 

令和２年度山北町の後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）は、次に

定めるところによる。 

歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ406

万2,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１億9,542万

6,000円とする。 

２、歳入歳出予算の補正の款、項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補

正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。 

令和２年９月４日提出。山北町長 湯川裕司。 

提案理由でございますが、今回の補正予算の主なものは前年度繰越金の確

定であり、歳入歳出総額をそれぞれ406万2,000円増額補正するものでありま

す。 

詳細については、担当課のほうから説明いたします。 

議      長   保険健康課長。 

保 険 健 康 課 長   それでは、議案第60号、令和２年度山北町後期高齢者医療特別会計補正予

算（第１号）について、御説明申し上げます。 
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７、８ページをお開きください。 

第１表、歳入歳出予算補正でございます。 

歳入につきましては、４款の繰越金について、406万2,000円の増額を行う

ものでございます。 

歳出につきましては、２款の後期高齢者医療広域連合納付金から４款の予

備費まで、歳入と同額の406万2,000円の増額を行うものでございます。 

詳細につきましては、事項別明細書で説明させていただきます。 

９、10ページをお開きください。 

歳入でございますが、４款１項１目の繰越金につきましては、令和元年度

分の決算額確定によるもので、406万2,000円の増額でございます。 

歳出でございますが、２款１項１目の後期高齢者医療広域連合納付金につ

きましては、令和元年度分の納付額の確定に伴う清算金で356万5,000円の増

額でございます。 

４款１項１目の予備費につきましては、歳入との調整の結果、49万7,000円

を増額させていただくものです。 

説明は以上でございます。 

議      長   説明が終わりましたので、議案第60号について質疑に入ります。質疑のあ

る方はどうぞ。 

質疑がないので討論を省略し、直ちに採決に入りたいと思いますが、御異

議ありませんか。 

（「異議なし」の声多数） 

議      長   御異議ないので、議案第60号を採決いたします。原案に賛成者は起立をお

願いいたします。 

（全員起立） 

議      長   起立全員。よって議案第60号は原案どおり可決されました。 

日程第10、議案第61号、令和２年度山北町下水道事業特別会計補正予算（第

１号）について議題といたします。 

提案者の説明を求めます。町長。 

町      長   議案第 61号、令和２年度山北町下水道事業特別会計補正予算（第１号）。 

令和２年度山北町の下水道事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定め
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るところによる。 

歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ121

万4,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４億2,098万

8,000円とする。 

２、歳入歳出予算の補正の款、項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補

正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

令和２年９月４日提出。山北町長 湯川裕司。 

提案理由でございますが、今回の補正予算の歳入の主なものは前年度繰越

金の確定であり、歳出の主なものは公共桝設置工事の追加であり、歳入歳出

総額をそれぞれ121万4,000円増額補正するものであります。 

詳細については、担当課のほうから説明いたします。 

議      長   上下水道課長。 

上 下 水 道 課 長   それでは、議案第61号、令和２年度山北町下水道事業特別会計補正予算（第

１号）について、御説明いたします。 

12、13ページをお開きください。 

第１表、歳入歳出予算補正でございます。 

歳入につきましては、１款分担金及び負担金と５款繰越金を合わせまして

補正額121万4,000円の増額で、歳入合計４億2,098万8,000円でございます。 

歳出につきましては、２款事業費と４款予備費を合わせまして、歳入と同

額でございます。 

続きまして、歳入歳出補正予算事項別明細書でございます。 

14、15ページをお開きください。 

歳入でございます。１款分担金及び負担金の１項１目受益者負担金の補正

額は67万7,000円の増額で、補正後の額は126万2,000円でございます。これは、

受益者負担金を当初予算では分割納付で計上していましたが、一括納付され

た方が20名となったため、これによる増でございます。 

５款繰越金は、前年度繰越金の確定により53万7,000円の増額で、補正後の

額は153万7,000円でございます。 

続きまして、歳出でございます。２款１項１目排水施設費の14節工事請負

費を120万円増額するものでございます。これは新たに公共桝を２か所整備し、
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下水道への接続を図るものでございます。 

４款予備費につきましては、１万4,000円の増額をするものでございます。 

説明は以上でございます。 

議      長   説明が終わりましたので、議案第61号について質疑に入ります。質疑のあ

る方はどうぞ。 

質疑がないので討論を省略し、直ちに採決に入りたいと思いますが、御異

議ありませんか。 

（「異議なし」の声多数） 

議      長   御異議ないので、議案第61号を採決いたします。原案に賛成者は起立をお

願いいたします。 

（全員起立） 

議      長   起立全員。よって議案第61号は原案どおり可決されました。 

日程第11、議案第62号、令和２年度山北町町設置型浄化槽事業特別会計補

正予算（第１号）について議題といたします。 

提案者の説明を求めます。町長。 

町      長   議案第 62号、令和２年度山北町町設置型浄化槽事業特別会計補正予算（第

１号）。 

令和２年度山北町の町設置型浄化槽事業特別会計補正予算（第１号）は、

次に定めるところによる。 

歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ

492万5,000円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ5,721万

6,000円とする。 

２、歳入歳出予算の補正の款、項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補

正後の歳入歳出予算の金額は「第１表歳入歳出予算補正」による。 

令和２年９月４日提出。山北町長 湯川裕司。 

提案理由でございますが、今回の補正予算は前年度繰越金の合併によるも

のであり、歳入歳出総額をそれぞれ492万5,000円減額補正するものでありま

す 

詳細については、担当課のほうから説明いたします。 

議      長   上下水道課長。 
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上 下 水 道 課 長   それでは、議案第62号、令和２年度山北町町設置型浄化槽事業特別会計補

正予算（第１号）について、御説明いたします。 

17、18ページをお開きください。 

第１表、歳入歳出予算補正でございます。 

歳入につきましては、６款繰越金の補正額、492万5,000円の減額で、補正

後の額は5,721万6,000円でございます。 

歳出につきましては、２款予備費と歳入と同額の492万5,000円を減額し、

歳出合計は歳入と同額でございます。 

続きまして、事項別明細書でございます。19、20ページをお開きください。 

歳入でございます。６款繰越金は、前年度繰越金の確定により492万5,000

円の減額をするものでございます。 

次に、歳出でございます。２款予備費につきましては、歳入と同額の492万

5,000円を減額するものでございます。 

説明は以上でございます。 

議      長   説明が終わりましたので、議案第62号について質疑に入ります。質疑のあ

る方はどうぞ。 

質疑がないので討論を省略し、直ちに採決に入りたいと思いますが、御異

議ありませんか。 

（「異議なし」の声多数） 

議      長   御異議ないので、議案第62号を採決いたします。原案に賛成者は起立をお

願いいたします。 

（全員起立） 

議      長   起立全員。よって議案第62号は原案どおり可決されました。 

日程第12、議案第63号、令和２年度山北町山北財産区特別会計補正予算（第

１号）、日程第13、議案第64号、令和２年度山北町共和財産区特別会計補正

予算（第１号）及び日程第14、議案第65号、令和２年度山北町三保財産区特

別会計補正予算（第１号）について、一括議題といたしますが、御異議あり

ませんか。 

（「異議なし」の声多数） 

議      長   御異議ないものと認め、一括議題といたします。 
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提案者の説明を求めます。町長。 

町      長   議案第 63号、令和２年度山北町山北財産区特別会計補正予算（第１号）。 

令和２年度山北町の山北財産区特別会計補正予算（第１号）は、次に定め

るところによる。 

歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ36

万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ871万円とする。 

２、歳入歳出予算の補正の款、項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補

正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。 

令和２年９月４日提出。山北町長 湯川裕司。 

提案理由でございますが、今回の補正予算は、前年度繰越金の確定による

ものであり、歳入歳出の総額をそれぞれ36万円増額補正するものであります。 

続きまして、議案第64号、令和２年度山北町共和財産区特別会計補正予算

（第１号）。 

令和２年度山北町の共和財産区特別会計補正予算（第１号）は、次に定め

るところによる。 

歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ207

万4,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ4,887万4,000円

とする。 

２、歳入歳出予算の補正の款、項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補

正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

令和２年９月４日提出。山北町長 湯川裕司。 

提案理由でございますが、今回の補正予算の主なものは、前年度繰越金の

確定であり、歳入歳出総額をそれぞれ207万4,000円増額補正するものであり

ます。 

続きまして、議案第65号、令和２年度山北町三保財産区特別会計補正予算

（第１号）。 

令和２年度山北町の三保財産区特別会計補正予算（第１号）は、次に定め

るところによる。 

歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ40

万3,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ897万3,000円と
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する。 

２、歳入歳出予算の補正の款、項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補

正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

令和２年９月４日提出。山北町長 湯川裕司。 

提案理由でございますが、今回の補正予算の主なものは前年度繰越金の確

定であり、歳入歳出予算総額をそれぞれ40万3,000円増額補正するものであり

ます。 

詳細については、担当課のほうから説明いたします。 

議      長   財務課長。 

財 務 課 長   それでは、議案第63号、令和２年度山北町山北財産区特別会計補正予算（第

１号）について、御説明いたします。 

22、23ページをお願いします。 

第１表、歳入歳出予算補正でございます。 

歳入につきましては、２款、繰越金を36万円増額補正するものでございま

す。 

歳出につきましては、３款予備費を歳入と同額を補正するものでございま

す。 

続きまして、事項別明細書でございます。 

24、25ページを御覧いただきたいと思います。下段のほうでございます。 

歳入につきましては、２款繰越金は前年度繰越金の確定により36万円を増

額するものでございます。 

歳出については、３款予備費を36万円増額補正するものでございます。 

以上で説明を終わります。 

続きまして、議案第64号、令和２年度山北町共和財産区特別会計補正予算

（第１号）について、御説明いたします。 

27、28ページをお開きいただきたいと思います。 

第１表、歳入歳出予算補正です。 

歳入につきましては、３款繰越金を207万4,000円増額補正するものです。 

歳出につきましては、１款財産区費及び３款予備費を歳入と同額を補正す

るものでございます。 
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29、30ページをお開きください。事項別明細書でございます。 

歳入については、３款繰越金を前年度繰越金の確定により207万4,000円を

増額補正するものでございます。 

歳出につきましては、１款財産区費、１項財産区管理会費、２目財産管理

費は200万円の増額補正でございます。これは、財産取得管理等基金積立金に

繰越金の確定により200万円を積み立てるものでございます。 

３款予備費につきましては、７万4,000円を補正するものでございます。 

以上で説明を終わります。 

続きまして、議案第65号、令和２年度山北町三保財産区特別会計補正予算

（第１号）について、御説明いたします。 

32、33ページをお開きください。 

第１表、歳入歳出予算補正でございます。 

歳入については、２款繰越金を40万3,000円補正するものでございます。 

歳出につきましては、１款財産区費及び３款予備費で歳入と同額を補正す

るものでございます。 

34、35ページをお開きください。歳入歳出補正予算事項別明細書でござい

ます。 

歳入でございますが、２款繰越金は前年度繰越金の確定により40万3,000円

の増額補正でございます。 

歳出につきましては、１款財産区費、１項財産区管理会費、１目一般管理

費は36万5,000円の補正でございます。説明欄の施設整備助成金は、財産区所

有地を貸している施設の斜面に落石の危険があるため、既設の落石防護ネッ

トの設置に対し、２分の１を助成するものでございます。 

２目財産管理費は２万2,000円の増額です。財産取得管理等積立金は、元年

度の利子の積み残し分を基金に積み立てるものでございます。 

３款の予備費については、１万6,000円を補正するものでございます。 

以上で説明を終わります。 

議      長   説明が終わりましたので、議案第63号、令和２年度山北町山北財産区特別

会計補正予算（第１号）について質疑に入ります。質疑のある方はどうぞ。 

質疑がないので討論を省略し、直ちに採決に入りたいと思いますが、御異
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議ありませんか。 

（「異議なし」の声多数） 

議      長   御異議がないので、議案第63号、令和２年度山北町山北財産区特別会計補

正予算（第１号）を採決いたします。原案に賛成者は起立をお願いいたしま

す。 

（全員起立） 

議      長   起立全員。よって議案第63号は原案どおり可決されました。 

続いて、議案第64号、令和２年度山北町共和財産区特別会計補正予算（第

１号）について質疑に入ります。質疑のある方はどうぞ。 

質疑がないので討論を省略し、直ちに採決に入りたいと思いますが、御異

議ありませんか。 

（「異議なし」の声多数） 

議      長   御異議ないので、議案第64号、令和２年度山北町共和財産区特別会計補正

予算（第１号）を採決いたします。原案に賛成者は起立願います。 

（全員起立） 

議      長   起立全員。よって議案第64号は原案どおり可決されました。 

続きまして、議案第65号、令和２年度山北町三保財産区特別会計補正予算

（第１号）について質疑に入ります。質疑のある方はどうぞ。 

質疑がないので討論を省略し、直ちに採決に入りたいと思いますが、御異

議ありませんか。 

（「異議なし」の声多数） 

議      長   御異議がないので、議案第65号、令和２年度山北町三保財産区特別会計補

正予算（第１号）を採決いたします。原案に賛成者は起立をお願いいたしま

す。 

（全員起立） 

議      長   起立全員。よって議案第65号は原案どおり可決されました。 

日程第15、議案第66号、令和２年度山北町介護保険事業特別会計補正予算

（第１号）について、議題といたします。 

提案者の説明を求めます。町長。 

町      長   議案第66号、令和２年度山北町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）。 



45 

令和２年度山北町の介護保険事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定

めるところによる。 

歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

6,535万3,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ13億

1,331万円とする。 

２、歳入歳出予算の補正の款、項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補

正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

令和２年９月４日提出。山北町長 湯川裕司。 

提案理由でございますが、今回の補正予算の主なものは前年度繰越金の確

定であり、歳入歳出総額をそれぞれ6,535万3,000円増額補正するものであり

ます。 

詳細については、担当課のほうから説明いたします。 

議      長   保険健康課長。 

保 険 健 康 課 長   それでは、議案第66号、令和２年度山北町介護保険事業特別会計補正予算

（第１号）について、御説明申し上げます。 

37、38ページをお開きください。 

第１表、歳入歳出予算補正でございます。 

歳入につきましては、７款の繰入金から８款の繰越金まで、6,535万3,000

円の増額を行うものでございます。 

歳出につきましては、６款の基金積立金から７款の予備費まで、歳入と同

額の6,535万3,000円の増額を行うものでございます。 

詳細につきましては、事項別明細書で説明させていただきます。 

39、40ページをお開きください。 

歳入でございますが、７款１項１目の一般会計繰入金につきましては、１

号被保険者保険料負担軽減分の国負担分の前年度追加交付分として繰り入れ

るもので、10万6,000円の増額でございます。 

７款２項１目の介護給付費基金繰入金につきましては、令和元年度分の返

納金に充てるもので、3,447万9,000円の増額でございます。 

８款１項１目の繰越金につきましては、令和元年度分の決算額の確定によ

るもので、3,076万8,000円の増額でございます。 
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41、42ページをお開きください。 

次に歳出でございますが、５款１項１目の介護保険給付費基金積立金につ

きましては、繰越金のうち、基金積立金と前年度保険料軽減分の国の追加交

付分などにより介護保険給付基金へ積み立てるもので、3,015万5,000円の増

額でございます。 

６款１項２目の介護給付費交付金返還金につきましては、令和元年度の介

護給付費交付金の確定により社会保険診療報酬支払基金に返還するものが

220万8,000円の増額でございます。 

６款１項３目の国庫支出金返納金につきましては、令和元年度の介護給付

費の確定により国庫に返還するものが1,537万6,000円の増額で、地域支援事

業費の確定により返還するものが29万5,000円のそれぞれ増額でございます。 

６款１項４目の県支出金返納金につきましては、令和元年度地域支援事業

事業費確定により県に返還するもので、15万4,000円の増額でございます。 

６款１項５目の地域支援事業交付金返還金につきましては、令和元年度地

域支援事業交付金確定により社会保険診療補償支払基金に返還するもので、

７万円の増額でございます。 

６款２項１目の一般会計繰出金につきましては、令和元年度の清算に伴う

一般会計への返還金で、1,709万7,000円の増額でございます。 

43、44ページをお開きください。 

７款１項１目の予備費につきましては、歳入との調整の結果、2,000円を減

額させていただくものでございます。 

説明は以上でございます。 

議      長   説明が終わりましたので、議案第66号について質疑に入ります。質疑のあ

る方はどうぞ。 

質疑がないので討論を省略し、直ちに採決に入りたいと思いますが、御異

議ありませんか。 

（「異議なし」の声多数） 

議      長   御異議がないので、議案第66号を採決いたします。原案に賛成者は起立を

お願いいたします。 

（全員起立） 
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議      長   起立全員。よって議案第66号は原案どおり可決されました。 

日程第16、議案第67号、令和２年度山北町商品券特別会計補正予算（第１

号）について議題といたします。 

提案者の説明を求めます。町長。 

町      長   議案第67号、令和２年度山北町商品券特別会計補正予算（第１号）。 

令和２年度山北町の商品券特別会計補正予算（第１号）は、次に定めると

ころによる。 

歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ62

万3,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ690万1,000円

とする。 

２、歳入歳出予算の補正の款、項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補

正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

令和２年９月４日提出。山北町長 湯川裕司。 

提案理由でございますが、今回の補正予算は前年度繰越金の確定によるも

のであり、歳入歳出総額をそれぞれ62万3,000円増額補正するものでありま

す。 

詳細については、担当課のほうから説明いたします。 

議      長   商工観光課長。 

商 工 観 光 課 長   それでは、議案第67号、令和２年度山北町商品券特別会計補正予算（第１

号）について、御説明いたします。 

46、47ページをお開きください。 

まず、歳入でございます。２款、繰越金につきましては、補正額62万3,000

円の増額でございます。 

次に、歳出でございます。２款、予備費の補正額につきましても、歳入歳

出同額を増額するものです。 

48、49ページをお開きください。 

事項別明細書でございます。中段以降なんですが、２番歳入の２款１項１

目の繰越金につきましては、前年度の繰越金が確定したため、補正額として、

62万3,000円を計上させていただいております。 

続いて、歳出の２款１項１目の予備費につきましては、歳入と同額の62万
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3,000円の増で計上をさせていただいております。 

説明は以上でございます。 

議      長   説明が終わりましたので、議案第67号について質疑に入ります。質疑のあ

る方はどうぞ。 

質疑がないので討論を省略し、直ちに採決に入りたいと思いますが、御異

議ございませんか。 

（「異議なし」の声多数） 

議      長   御異議ないので、議案第67号を採決いたします。原案に賛成者は起立をお

願いいたします。 

（全員起立） 

議      長   起立全員。よって議案第67号は原案どおり可決されました。 

以上をもちまして、本日の議事日程を終了しましたので、散会といたしま

す。 

なお、午後１時より決算特別委員会現地調査を行いますので、正面玄関前

にお集まりください。                 （午前11時33分） 

         

 

 


